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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

観点８－１－①： 学校において編成された教育研究組織の運営及び教育課程の実現にふさわしい

施設・設備が整備され，適切な安全管理の下に有効に活用されているか。また，

施設・設備のバリアフリー化や環境面への配慮がなされているか。 

（観点に係る状況） 

教育研究組織の運営及び教育課程の実現のため、校長室、副校長室、教員室、会議室、事務室、教

室、合同講義室（講堂）、研究室、実験・実習室、多目的実験室、コンピュータ演習室、マルチメデ

ィア演習室、プラザ、ラウンジ、Ｅラウンジが整備されている。また、大学との共用施設として運動

場、体育館、ライブラリーセンター（図書館）、夢考房（実習工場）、自己開発センター、自習室、

穴水湾自然学苑（合宿研修施設）、池の平セミナーハウス（合宿研修施設）、扇が丘診療所（保健

室）があり、「Ⅱ 目的」に必要な施設・設備が整備されている（資料８－１－①－１：施設・設備

の状況表、資料８－１－①－２：校内案内図、資料：８－１－①－３校舎配置図）。 

 

資料８－１－①－１ 

施設・設備の状況表 

室番 教室名 面積（㎡） 実使用者数 パソコン数 室番 教室名 面積（㎡） 実使用者数 パソコン数

31.101 会議室 95 60

31.103 副校長室 23 1

31.104 教員室 157 18

31.105 事務室 64 7

31.106 校長室 66.2 1 31.212 多目的実験室ＩＩ 188 48

31.114 電気応用実験室 60 18 60 31.214 就職コーナー 12

31.115 電気応用実験室 60 18 5 31.215 数理教員室 92 6

31.116 学生会室 49 10 31.219 多目的実験室ＩＩＩ 194 48 60

31.117 多目的実験室I 100 52 25 31.301 合同講義室 250 210

31.118 電気機械実験室 69 16 5 31.306 音楽室 115 15

31.119 電気機械実験室 69 16 5 31.307 教室（Ｔ２） 92 47

31.123 機械工作実験室 161 22 28 31.308 教室（Ｍ２） 92 47

31.124 準備室 46 6 31.309 教室（Ｇ２） 92 41

31.125 実験室 56 1 8 31.310 教室（Ｔ１） 92 39

31.126 内燃機関流体実験室 69 15 4 31.311 教室（Ｍ１） 92 43

31.127 材料実験室 69 10 31.312 教室（Ｇ１） 95 51

31.128 材料実験室 69 10 31.314 光学実験室 46 6 10

31.201 Ｅラウンジ 115 25 39 31.315 光学実験室 46 6 6

31.202 講義室 95 27 31.316 コンピュータ演習室 164 62 55

31.203 講義室 95 36 31.317 マルチメディア演習室 121 54 55

31.204 講義室 95 26 31.401 教室（Ｔ４） 95 27

31.205 地域連携教育センター 46 18 31.402 教室（Ｍ４） 92 35

31.206 計測制御工学 69 24 5 31.403 教室（Ｇ４） 92 21

31.207 情報伝送実験室 69 16 32 31.404 教室（Ｔ３） 92 40

31.208 情報処理演習室 69 16 19 31.405 教室（Ｍ３） 92 34

31.209 情報処理演習室 69 16 15 31.406 教室（Ｇ３） 95 36

31.210
シミュレーション工学・
システム工学実験室

69 16

31.211
シミュレーション工学・
システム工学実験室

69 16 48

 

（出典 高専事務局資料） 

 



金沢工業高等専門学校 基準８ 

- 306 - 

資料８－１－①－２ 

校内案内図 
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（出典 学生便覧 2012 P.155-156） 
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資料８－１－①－３ 

校舎配置図 

 

（出典 学生便覧 2012 P.154） 
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これら施設・設備の安全管理については学園に安全委員会を組織し、年度毎に活動計画をまとめ適

切な安全管理に努めている（資料８－１－①－４：安全委員会運営規程、資料８－１－①－５：安全

委員会ウェブサイト、資料８－１－①－６：平成24年度・安全委員会活動計画）。安全委員会の下に

高専安全委員会を設け、安全点検をはじめ4S活動の推進など、本校の安全の確保・推進のための活動

を行っている。安全点検は人の出入りや設備によりＡからＤの４つの区分に分け、区分に応じて１か

月から１年の周期で定期的に行っている（資料８－１－①－７：安全点検チェックリスト）。これら

安全点検の結果など安全に関わることを安全監査報告書としてまとめ、安全委員会の監査を受けてい

る（資料８－１－①－８：平成23年度安全監査報告書抜粋）。 

 

資料８－１－①－４ 

安全委員会運営規程 
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（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 

 

資料８－１－①－５ 

安全委員会ウェブサイト 

 

（出典 学園安全委員会ウェブサイト） 
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資料８－１－①－６ 

平成 24 年度・安全委員会活動計画 
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H24.4.1

　 備　　考 備　　考

　機 械 工 学 科 高野則之 ※

※　 　ロボティクス学科 小暮　潔 ※

　航空システム工学科 廣瀬康夫 ※

　電気電子工学科 深見　正 ※

　電子情報通信工学科 牧野　滋 ※

情報工学系 渡辺弥壽夫 ※　 　情 報 工 学 科 長田茂美 ※

環　境　系 徳永光晴 　環境土木工学科 徳永光晴 ※

　建  築  学  科 後藤正美 　

　建築都市デザイン学科 蜂谷俊雄 　

　メディア情報学科 山田真司 　

山田真司 　心 理 情 報 学 科 近江政雄 ※

　経 営 情 報 学 科 鈴木康允 　

　応用バイオ学科 吉澤達也 　

　応 用 化 学 科 露本伊佐夫 ※

　修学基礎教育課程 藤本元啓

　　(人文社会科学) 岡本延美 ※

　　(生涯スポーツ) 村田俊也 ※

　英語教育(課程)

　　(基礎英語教育センター)

　　(基礎英語教育センター事務室) 中橋佳子 　

　数理工基礎教育(課程)

　　(数理工教育研究センター　Ａ)

　　(数理工教育研究センター　Ｂ) 山野剛助 　

　　(数理工教育研究センター事務室) 大畠隆司 ※

基礎実技教育課程 千徳英一 　基礎実技教育課程 岩田節雄 　

　虎ノ門大学院 加藤浩一郎 　

　虎ノ門事務室 泉屋利吉 　

　臨床心理学専攻 塩谷　亨 　

　　(臨床心理センター)

　　(カウンセリングセンター)

　庶   務   部 川邊　宏 　

　学   務   部 寺田正人 　

　入試センター 北村長次 　

　八束穂事務室 尾高幸弘 ※

　学友会組織 村西鉄二 　

　一  般  教  科 大原しのぶ 　

　電気電子工学科 直江伸至 　

　グローバル情報工学科 元木光雄 　

　 　機 械 工 学 科 伊藤恒平 　

　課  外  活  動 大崎富雄 　

　事   務   局 山岸　徹 　

　ＬＣ　業務部 / 学習支援部 　

　ＬＣ　生涯学習室(放送大学) 　

　情報処理サービスセンター 河合儀昌 　

　ＡＶ室 木谷幸造 ※

　自己開発センター 山本成人 　

　情報基礎教育研究センター 竹島　卓 ※

 　夢考房２６ 太田誠鉄 ※

　夢考房４１ 高羽正人 　

　スポーツ考房 大鋸　鉄 　

　ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ教育ｾﾝﾀｰ7号館 吉江則雄 　

　ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ教育ｾﾝﾀｰ24号館 浅野泰樹 　

穴水湾自然学苑 長谷川政秀 　穴水湾自然学苑 菅原光彦 ※

　研究支援部 泉屋利明 　

　産学連携推進部 谷　正史 　

　進路開発センター 神田信幸 　

 　オープンリサーチセンター         (4)  　

　各　金沢工大附置研究所          (11) 各 所 長 　

　各　金沢工大研究センター        (15)  　

　明倫館事務局 本野康秀 　

　監　 査　 室 野川孝春 　

　校友会事務局 松田孝一 ※

　企   画   部 二飯田憲蔵 　

　法人部 / 東京事務所 田向　純 　

　総務部 / 池の平セミナーハウス 百万光生 　

　財務部 / 資金運用室 徳田　守 　

　安全委員会室 中村康則 　

　施   設   部 　

　天池自然学苑 　

22 96 　 ※　新任

　学  侑   社

　金沢総合研究所

委託事業関係 　金沢工業大学扇が丘診療所

付属施設 　金沢工業大学扇が丘保育園

　ＦＭ-Ｎ１

　簡易郵便局

　施設関係業者事務室

工　学　部

(プロジェクト教育ｾﾝﾀｰ)

独 立 専 攻

基 礎 教 育 部

虎ノ門キャンパス

バイオ・化学部

建　築　系

百万光生

大 学 事 務 局 福田謙之

金　沢　高　専

研　究　所

　

　

　

ﾙｲｽ･ﾊﾞｰｸｽﾃﾞｰﾙ

青木克比古

宮崎ちえみ

法 人・施 設 部

諸谷小四郎

田畑浩数東　春雄

代表責任者

教育支援機構

産学連携機構

 

 

金原　勲
(副)泉屋利明

村井好博

青木克比古

蜂谷俊雄

※　吉澤達也

塩谷　亨

安全推進委員会・委員長名

情報フロンティア系

環 境 ・建 築 学 部

情 報フロンティア 学 部

深見　正

機　械　系

電　気　系 ※　

学系等安全委員会・委員長名

加藤浩一郎

谷　正史

法　人　本　部

心　理　科　学
 (教育支援機構)

松石正克

数理工基礎教育課程
(教育支援機構)

松本　　裕

教育支援機構

大　　　学

英語教育課程(教育支援機構)

藤本元啓

高野則之

バイオ・化学系

ﾙｲｽ･ﾊﾞｰｸｽﾃﾞｰﾙ

修学基礎教育課程

 
（出典 学園安全委員会資料） 
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資料８－１－①－７ 

安全点検チェックリスト 
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（出典 学園安全委員会資料） 
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資料８－１－①－８ 

平成 23 年度安全監査報告書（抜粋） 
１　金沢工業高等専門学校安全委員会組織表

校長 山田 弘文

   学生主事 教授 大崎　富雄

 一般科目 安全推進委員長

 電気電子工学科 安全推進委員長

 機械工学科 安全推進委員長

   一般科目 教授　大原　しのぶ

   同上工学科 教授  直江 伸至

   同上工学科 教授　伊藤　恒平

   同上工学科 教授　元木　光雄

　　金沢工業高等専門学校 安全委員会組織表

 事務系 安全委員長

   事務局長  山岸 徹 電気電子工学科 教授  松本　裕

 　　　　安全推進委員長

 グローバル情報工学科

 課外活動 安全推進委員長

 学系等 安全委員長

 

（出典 安全委員会資料） 
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施設・設備のバリアフリー化は大学との共用施設については完了している。本校の施設については、

これまでバリアフリーの対応が必要な学生が在籍しておらず、未着手な施設が多いが、必要に応じて

対応する準備を整えている。 

環境面についは、平成 22 年にオープンした 21 号館は学生食堂や購買が入る建物であり、オール電

化建物として環境技術ヒートポンプを採用し、CO2の削減率がライフサイクル全体 28％、運用で 53％

を見込んでいる（資料８－１－①－９：21 号館）。この建物は屋上緑化なども施されており、学生

食堂や購買の利用を通じて、学生の環境への意識の醸成に努めている。 

 

資料８－１－①－９ 

21 号館 

 

 

（出典 金沢工業大学ウェブサイト） 
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（分析結果とその根拠理由） 

高等専学校設置基準を満たす施設・設備が整備されているうえ、大学との共用施設があり「Ⅱ 目

的」を達成するために十分なものとなっている。これらの施設・設備は安全委員会の管理の下、適切

に安全管理が行われ有効に活用されている。バリアフリー化は未着手の部分はあるが、必要に応じて

対応する準備があり、環境面に配慮した建物をオープンさせるなど、バリアフリー化や環境面に配慮

しているといえる。 

 

観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たすＩＣＴ環境が十分なセキュリティ管理

の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況） 

本校の情報教育に関係する授業は、主にコンピュータ演習室、マルチメディア演習室及び多目的実

験室を使って実施している（資料８－１－②－１：演習室毎の時間割）。また、全ての教室にプロジ

ェクターと無線LANを導入しており、どの授業においても情報機器を利用した授業を行えるよう整備

している。 

ICT技術の発達により学生のニーズも多様化しており、特にパソコンのネットワーク接続が求めら

れている。１年生から３年生にはノートパソコンを無償貸与し、ネットワーク接続は情報教育に関す

る演習室の他に、有線による情報コンセントと無線LANのアクセスポイントをキャンパス内の随所に

配置している。また学生用のメールサーバを準備し、電子メールのサービスを行っている（資料８－

１－②－２：情報処理サービスセンター）。 
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資料８－１－②－１ 

演習室毎の時間割 
月 T1 M1 G1 T2 M2 G2 T3 M3 G3 T4 M4 G4 D5 Ｍ5 C5

1 総合英語Ⅰa 歴史Ⅰ 情報処理Ⅰa 微分積分Ⅰ 機械加工Ⅱ コンピュータ演習Ⅰ 保健体育Ⅲ 創造設計Ⅲ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 社会科学Ⅱ/ 保健体育ⅣＡ／ 文化・芸術・思想ⅡＡ 電子回路Ⅱ ビークル工学ｂ 英語作文技法

8:40 - 9:30 向井 宮野 坂倉 木原 千徳 藤澤 山口 小間・杉森・西田 Lu.Ｎ 野木／   瀧本 ／小髙 柳橋 稗田 イアン
2 歴史Ⅰ 国語Ⅰ 情報処理Ⅰa 物理・化学Ⅱ 機械加工Ⅱ コンピュータ演習Ⅰ 保健体育Ⅲ 創造設計Ⅲ 総合英語Ⅲ 社会科学Ⅱ/ 保健体育ⅣＡ／ 文化・芸術・思想ⅡＡ 電子回路Ⅱ ビークル工学ｂ 英語作文技法

9:40 -10:30 宮野 山﨑 坂倉 谷口 千徳 藤澤 山口 小間・杉森・西田 吉本 野木／   瀧本 ／小髙 柳橋 稗田 イアン
3 総合英語Ⅰb 基礎数学Ⅰ 歴史Ⅰ 保健体育Ⅱ 情報処理Ⅱ 微分積分Ⅰ 物理・化学Ⅲ 創造設計Ⅲ ビジネスシステム 設計製図 熱工学Ⅰ 英語総合技能Ⅱ 心理学B/ デザイン概論 ／数学特論

10:40 - 11:30 大原・宇都宮 中泉 宮野 瀧本 松井 木原 原 小間・杉森・西田 館・ｿﾝｶﾞｰ 南出 天日 Le.Lu 花崎／ 小髙／ 松本昇
4 基礎数学Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 総合英語Ⅰb 保健体育Ⅱ 情報処理Ⅱ 外国事情 微分積分Ⅱ 線形代数Ⅱ ビジネスシステム 設計製図 材料力学Ⅱ 英語総合技能Ⅱ

12:10 - 13:00 松本昇 Ｌ.Ｎ.Ls 大原・宇都宮 瀧本 松井 吉本 木原 宮田 館・ｿﾝｶﾞｰ 南出 金井 Le.Lu
5 創造実験Ⅰ 総合英語Ⅰb 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 計測工学 線形代数Ⅰ 外国事情 コンピュータⅢ 国語Ⅲ 物理・化学Ⅲ 電子回路Ⅰ 材料力学Ⅱ 創造実験Ⅳ 電気機器 振動工学 計算機システムⅢ

13:10 - 14:00 土地・直江・B 大原・宇都宮 Ｉ.Ｌ.Ｎ 下谷 中泉 吉本 藤島・ｵｶﾞﾜ 山﨑 原 諸谷 金井 今澤・井上 石黒 秋山 藤澤
6 創造実験Ⅰ 基礎数学Ⅱ 基礎数学Ⅰ 計測工学 物理・化学Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ コンピュータⅢ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 微分積分Ⅱ 電子回路Ⅰ 応用数学Ⅰ 創造実験Ⅳ 電気機器 卒業研究 計算機システムⅢ

14:10 - 15:00 土地・直江・B 松本昇 中泉 下谷 谷口 I.F.Le 藤島・ｵｶﾞﾜ L.Lu.Ｎ 木原 諸谷 宮田 今澤・井上 石黒 藤澤
7 総合英語Ⅱ 総合英語Ⅱ 応用数学Ⅰ 流体力学 情報・ビジネス英語Ⅰ マルチメディア 卒業研究 メカトロニクスⅡ

15:10 - 16:00 宇都宮 向井 宮田 高橋 元木・ブルース 坂倉 田村
8 ＯＰ電気磁気学Ⅱ 流体力学 情報・ビジネス英語Ⅰ マルチメディア 卒業研究 メカトロニクスⅡ

16:10 - 17:00 表 高橋 元木・ブルース 坂倉 田村

火 T1 M1 G1 T2 M2 G2 T3 M3 G3 T4 M4 G4 D5 Ｍ5 C5

1 保健体育Ⅰ 機械加工Ⅰ 基礎数学Ⅱ 線形代数Ⅰ 国語Ⅱ 計算機システムⅠ 総合英語Ⅲ 機械材料Ⅰ 英語総合技能Ⅰｂ 文化・芸術・思想ⅡＢ ／保健体育ⅣB /上級英語Ⅰ 制御工学 エネルギー工学 情報工学演習Ⅱ

8:40 - 9:30 山口 杉森 松本昇 中泉 大崎 坂倉・井上 吉本 秋山 松下 小髙／   瀧本 ／ F.Lu.L.Gb.Ls 松本裕 天日 今澤・ソンガー

2 保健体育Ⅰ 機械加工Ⅰ 物理・化学Ⅰ 総合英語Ⅱ 微分積分Ⅰ 計算機システムⅠ 国語Ⅲ 機械材料Ⅰ 英語総合技能Ⅰｂ 文化・芸術・思想ⅡＢ ／保健体育ⅣB /上級英語Ⅰ 制御工学 エネルギー工学 情報工学演習Ⅱ

9:40 -10:30 山口 杉森 谷口 宇都宮 木原 坂倉・井上 山﨑 秋山 松下 小髙／   瀧本 ／ F.Lu.L.Gb.Ls 松本裕 天日 今澤・ソンガー

3 物理・化学Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 保健体育Ⅰ コンピュータⅡ 保健体育Ⅱ 総合英語Ⅱ 歴史Ⅱ 総合英語Ⅲ 物理・化学Ⅲ システム制御 機械工学実験Ⅰ システム制御Ⅰ 心理学A/ 倫理 ／哲学／ 上級英語Ⅱ

10:40 - 11:30 谷口 Ｌ.Ｎ.Ls 山口 南出・ﾎﾞﾗｼﾞ 瀧本 向井 宮野 吉本 原 藤島 金井・小間・林 田村 花崎／大崎 ／三宅／ F.Le.Gb
4 電気基礎 基礎数学Ⅱ 保健体育Ⅰ コンピュータⅡ 保健体育Ⅱ 微分積分Ⅰ 線形代数Ⅱ 国語Ⅲ 歴史Ⅱ システム制御 機械工学実験Ⅰ システム制御Ⅰ 心理学A/ 倫理 ／哲学／ 上級英語Ⅱ

12:10 - 13:00 柳橋 松本昇 山口 南出・ﾎﾞﾗｼﾞ 瀧本 木原 宮田 山﨑 宮野 藤島 金井・小間・林 田村 花崎／大崎 ／三宅／ F.Le.Gb
5 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 総合英語Ⅰa 国語Ⅰ 電気磁気学Ⅰ 物理・化学Ⅱ 線形代数Ⅰ 創造実験Ⅲ 歴史Ⅱ 微分積分Ⅱ 応用物理Ⅰ 応用数学Ⅰ 情報数学Ⅰ 数値計算 卒業研究 卒業研究

13:10 - 14:00 Ｉ.Ｎ.Ls 向井 山﨑 表 谷口 中泉 諸谷・土地・柳橋・Ｂ 宮野 木原 高橋 宮田 井上 藤島
6 総合英語Ⅰb 文化・芸術・思想Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 電気磁気学Ⅰ 総合英語Ⅱ 物理・化学Ⅱ 創造実験Ⅲ 微分積分Ⅱ 情報処理Ⅲ デジタル回路 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｂ 情報システムⅡ 数値計算 卒業研究 卒業研究

14:10 - 15:00 大原・宇都宮 小髙 Ｉ.Ｌ.Ｎ 表 向井 原 諸谷・土地・柳橋・Ｂ 松本昇 田村 松本裕 高橋 元木 藤島
7 基礎数学Ⅱ 文化・芸術・思想Ⅰ 総合英語Ⅰb 国語Ⅱ 線形代数Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 創造実験Ⅲ 物理・化学Ⅲ 情報処理Ⅲ デジタル回路 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｂ 情報システムⅡ 応用数学Ⅱ 卒業研究 卒業研究

15:10 - 16:00 松本昇 小髙 大原・宇都宮 大崎 中泉 I.F.Le 諸谷・土地・柳橋・Ｂ 原 田村 松本裕 高橋 元木 宮田
8 ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ

16:10 - 17:00 谷口 金井 山﨑 宇都宮 林 藤澤 木原 原 瀧本 諸谷 秋山 館 土地 小間 坂倉

水 T1 M1 G1 T2 M2 G2 T3 M3 G3 T4 M4 G4 D5 Ｍ5 C5

1 コンピュータⅠ 保健体育Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 物理・化学Ⅱ 工業力学Ⅰ 国語Ⅱ 物理・化学Ⅲ 微分積分Ⅱ 微分積分Ⅱ 発変電工学 応用物理Ⅰ／応用数学 情報数学Ⅰ 送配電工学 機械工学実験 情報理論
8:40 - 9:30 土地・藤島 山口 Ｉ.Ｌ.Ｎ 谷口 伊藤 大崎 原 松本昇 木原 柳橋 高橋／宮田 井上 直江 杉森・天日・秋山・金井 今澤

2 コンピュータⅠ 基礎数学Ⅰ 保健体育Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 工業力学Ⅰ 創造実験Ⅱ 電気磁気学Ⅱ 総合英語Ⅲ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 発変電工学 応用物理Ⅰ／応用数学 日本語スキルズ コンピュータグラフィックス 機械工学実験 情報理論
9:40 -10:30 土地・藤島 中泉 山口 I.F.Le 伊藤 館・井上・Ｓ・松下 下谷 吉本 Lu.Ｎ 柳橋 高橋／宮田 大崎 元木 杉森・天日・秋山・金井 今澤

3 保健体育Ⅰ 国語Ⅰ 基礎数学Ⅱ 電気磁気学Ⅰ 工業力学Ⅰ 創造実験Ⅱ 電気磁気学Ⅱ エレクトロニクスⅡ 総合英語Ⅲ 日本語スキルズ メカトロニクスⅠ 国際コミュニケーションⅠ コンピュータグラフィックス 機械工学実験 国際英語コミュニケーションⅡ

10:40 - 11:30 山口 山﨑 松本昇 表 伊藤 館・井上・Ｓ・松下 下谷 林 吉本 大崎 松井 F.Le.Ls 元木 杉森・天日・秋山・金井 大原
4 国語Ⅰ 総合英語Ⅰb 物理・化学Ⅰ 創造実験Ⅱ 総合英語Ⅱ 物理・化学Ⅱ 社会科学Ⅰ エレクトロニクスⅡ 歴史Ⅱ システム工学 メカトロニクスⅠ 国際コミュニケーションⅠ 応用数学Ⅱ 計測工学 ソフトウェア工学

12:10 - 13:00 山﨑 大原・宇都宮 谷口 松本裕・香林・O 向井 原 野木 林 宮野 諸谷 松井 F.Le.Ls 宮田 杉森 藤澤
5 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 物理・化学Ⅰ 創造実験Ⅰ 創造実験Ⅱ 微分積分Ⅰ 線形代数Ⅰ 国語Ⅲ 社会科学Ⅰ コンピュータ演習Ⅱ システム工学 日本語スキルズ コンピュータ演習Ⅲ 応用物理Ⅱ メカトロニクス ソフトウェア工学

13:10 - 14:00 Ｉ.Ｎ.Ls 谷口 元木・井上・Gb・Ｓ・松下 松本裕・香林・O 木原 中泉 山﨑 野木 今澤 諸谷 大崎 館 高橋 十河 藤澤
6 基礎数学Ⅱ 創造設計Ⅰ 創造実験Ⅰ 線形代数Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 総合英語Ⅱ 微分積分Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ コンピュータ演習Ⅱ 応用数学Ⅰ 熱工学Ⅰ コンピュータ演習Ⅲ 卒業研究 メカトロニクス 時事英語

14:10 - 15:00 松本昇 秋山・金井 元木・井上・Gb・Ｓ・松下 中泉 I.F.Le 向井 木原 L.Lu.Ｎ 今澤 宮田 天日 館 十河 宇都宮
7 物理・化学Ⅰ 創造設計Ⅰ 国語Ⅰ 電気電子工学Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 歴史Ⅱ 社会科学Ⅰ パワーエレクトロニクス 機械設計演習Ⅰ ＯＰ情報処理Ⅲ/数値計算 卒業研究 コンピュータ工学 ビジネス英語

15:10 - 16:00 谷口 秋山・金井 山﨑 表 L.Lu.Ｎ 宮野 野木 香林 林 ソンガー／田村 小間 ﾌﾞﾙｰｽ・松下

8 電気電子工学Ⅰ ＯＰ電気回路Ⅱ 機械設計演習Ⅰ ＯＰビジネスシステム/数値計算 卒業研究 コンピュータ工学 ビジネス英語

16:10 - 17:00 表 香林 林 館／田村 小間 ﾌﾞﾙｰｽ・松下

木 T1 M1 G1 T2 M2 G2 T3 M3 G3 T4 M4 G4 D5 Ｍ5 C5

1 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 国語Ⅰ 総合英語Ⅰb 情報工学Ⅱ エレクトロニクスⅠ 保健体育Ⅱ 歴史Ⅱ 保健体育Ⅲ 総合英語Ⅲ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｂ 創造設計Ⅳ 計算機システムⅡ 応用物理Ⅱ 先端材料工学 データベース

8:40 - 9:30 Ｉ.Ｎ.Ls 山﨑 大原・宇都宮 藤島 林 瀧本 宮野 山口 吉本 松本裕 伊藤・松井・天日啓 元木 高橋 杉森 藤澤
2 総合英語Ⅰb 基礎数学Ⅱ 総合英語Ⅰa 情報工学Ⅱ エレクトロニクスⅠ 保健体育Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 保健体育Ⅲ 微分積分Ⅱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｂ 創造設計Ⅳ 計算機システムⅡ 情報伝送工学 先端材料工学 データベース

9:40 -10:30 大原・宇都宮 松本昇 向井 藤島 林 瀧本 L.Lu.Ｎ 山口 木原 松本裕 伊藤・松井・天日啓 元木 下谷 杉森 藤澤
3 情報工学Ⅰ 保健体育Ⅰ 情報処理Ⅰb 電気回路Ⅰ 線形代数Ⅰ 情報処理Ⅱb 微分積分Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 保健体育Ⅲ 電子工学 創造設計Ⅳ 創造実験Ⅳ 情報伝送工学 機械材料 応用数学Ⅱ

10:40 - 11:30 南出 山口 館 諸谷 中泉 田村 木原 L.Lu.Ｎ 瀧本 土地 伊藤・松井・天日啓 今澤・井上 下谷 秋山 宮田
4 情報工学Ⅰ 保健体育Ⅰ 情報処理Ⅰb 国語Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 情報処理Ⅱb 総合英語Ⅲ 物理・化学Ⅲ 保健体育Ⅲ 電子工学 創造設計Ⅳ 創造実験Ⅳ ソフトウェア工学 機械材料 通信ネットワーク

12:10 - 13:00 南出 山口 館 大崎 I.F.Le 田村 吉本 原 瀧本 土地 伊藤・松井・天日啓 今澤・井上 藤島 秋山 松本(裕)
5 基礎数学Ⅰ 総合英語Ⅰb 歴史Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 機械製図Ⅱ 微分積分Ⅰ 線形代数Ⅱ 微分積分Ⅱ 国語Ⅲ 創造実験Ⅳ 機械工学演習Ⅰ 電気電子工学Ⅱ メカトロニクス 計測工学 通信ネットワーク

13:10 - 14:00 中泉 大原・宇都宮 宮野 I.F.Le 小間 木原 宮田 松本昇 山﨑 柳橋・直江・香林・Ｏ 天日 石黒 諸谷 杉森 松本(裕)
6 国語Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 基礎数学Ⅱ 微分積分Ⅰ 機械製図Ⅱ 国語Ⅱ システム設計Ⅰ 材料力学Ⅰ 線形代数Ⅱ 創造実験Ⅳ 機械工学演習Ⅰ 電気電子工学Ⅱ メカトロニクス 設計システム工学 卒業研究

14:10 - 15:00 山﨑 Ｌ.Ｎ.Ls 松本昇 木原 小間 大崎 藤島・ボラジ 金井 宮田 柳橋・直江・香林・Ｏ 天日 石黒 諸谷 林
7 歴史Ⅰ 物理・化学Ⅰ 基礎数学Ⅰ 総合英語Ⅱ 国語Ⅱ 日本文化 システム設計Ⅰ 材料力学Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 創造実験Ⅳ ＯＰ機械設計 メディア情報Ⅰ 材料工学 設計システム工学 卒業研究

15:10 - 16:00 宮野 谷口 中泉 宇都宮 大崎 向井 藤島・ボラジ 金井 Lu.Ｎ 柳橋・直江・香林・Ｏ 松井 元木 土地 林
8 基礎数学Ⅱ 歴史Ⅰ 国語Ⅰ 日本文化 創造実験Ⅳ ＯＰ材料力学Ⅰ メディア情報Ⅰ 材料工学 設計システム工学 卒業研究

16:10 - 17:00 松本昇 宮野 山﨑 向井 柳橋・直江・香林・Ｏ 杉森 元木 土地 林

金 T1 M1 G1 T2 M2 G2 T3 M3 G3 T4 M4 G4 D5 Ｍ5 C5

1 文化・芸術・思想Ⅰ 基礎数学Ⅱ 英語コンピュータリテラシーｂ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 創造設計Ⅱ 線形代数Ⅰ 微分積分Ⅱ 社会科学Ⅰ 国語Ⅲ システム設計Ⅱ 計測制御Ⅰ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｂ データ通信ネットワーク 生産システム工学 英語討議技法

8:40 - 9:30 小髙 松本昇 Gb・松下 I.F.Le 天日・林・天日啓 中泉 木原 野木 山﨑 直江・オガワ 伊藤 館 松本裕 松井 ルボルド
2 文化・芸術・思想Ⅰ 総合英語Ⅰa 英語コンピュータリテラシーｂ 電気回路Ⅰ 創造設計Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 総合英語Ⅲ 線形代数Ⅱ 社会科学Ⅰ システム設計Ⅱ 計測制御Ⅰ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｂ データ通信ネットワーク 生産システム工学 英語討議技法

9:40 -10:30 小髙 向井 Gb・松下 諸谷 天日・林・天日啓 I.F.Le 吉本 宮田 野木 直江・オガワ 伊藤 館 松本裕 松井 ルボルド
3 電気基礎 情報処理Ⅰ 文化・芸術・思想Ⅰ 電気回路Ⅰ 創造設計Ⅱ 情報処理Ⅱa 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 総合英語Ⅲ 線形代数Ⅱ 応用物理Ⅰ メカトロニクスⅡ 情報システムⅠ

10:40 - 11:30 柳橋 金井 小髙 諸谷 天日・林・天日啓 坂倉 L.Lu.Ｎ 吉本 宮田 高橋 秋山 藤澤
4 総合英語Ⅰa 情報処理Ⅰ 文化・芸術・思想Ⅰ 微分積分Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 情報処理Ⅱa 社会科学Ⅰ 機械設計 英語総合技能Ⅰｂ 電気法規と施設管理 メカトロニクスⅡ 情報システムⅠ 卒業研究 機械工学演習Ⅱ 応用数学Ⅱ

12:10 - 13:00 向井 金井 小髙 木原 I.F.Le 坂倉 野木 松井 松下 香林 秋山 藤澤 伊藤 宮田
5 基礎数学Ⅰ 機械製図Ⅰ 基礎数学Ⅱ 物理・化学Ⅱ 微分積分Ⅰ 総合英語Ⅱ 電気回路Ⅱ 機械設計 創造実験Ⅲ 総合英語Ⅳ／ 英語表現技法 /上級英語Ⅰ 卒業研究 機械工学演習Ⅱ マルチメディア

13:10 - 14:00 中泉 小間 松本昇 谷口 木原 向井 香林 松井 田村・井上 大原／ 宇都宮 F.Lu.L.Gb.Ls 伊藤 坂倉
6 国語Ⅰ 機械製図Ⅰ 総合英語Ⅰa 線形代数Ⅰ 物理・化学Ⅱ 物理・化学Ⅲ 電気回路Ⅱ 微分積分Ⅱ 創造実験Ⅲ 総合英語Ⅳ／ 英語表現技法 /上級英語Ⅰ 卒業研究 振動工学 マルチメディア

14:10 - 15:00 山﨑 小間 向井 中泉 谷口 原 香林 松本昇 田村・井上 大原／ 宇都宮 F.Lu.L.Gb.Ls 秋山 坂倉
7 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活

15:10 - 16:00 谷口 金井 山﨑 宇都宮 林 藤澤 木原 原 瀧本 諸谷 秋山 館 土地 小間 坂倉
8

16:10 - 17:00

Ｄ科卒業研究
英語科 Ｉ：イアン F:ﾌｫｰﾌﾞｽ L:ロペス コンピュータ演習室

Le:レ Lu:ﾙｰﾘｰ Ｎ：ノルトン マルチメディア演習室

Ｍ科卒業研究 Ｌｓ:ﾙﾎﾞﾙﾄﾞ １Ｆ多目的実験室Ⅰ

Ｔ・Ｄ科 O:オガワ Ｂ：ボラジ ２Ｆ多目的実験室Ⅱ

Ｃ科卒業研究 Ｍ科 ２F多目的実験室Ⅲ

Ｇ・Ｃ科 Gb：ﾌﾞﾙｰｽ Ｓ：ソンガー

世界事情Ⅰ

向井

心理学B/デザイン概論
花崎/小髙

世界事情Ⅰ
向井

 英語資格技術／科学技術史ｂ
大原 / 田村・今澤

　　坂倉・今澤・藤澤・館・ソンガー

世界事情Ⅱｂ

松下

　　伊藤・杉森・天日・松井・秋山・金井・小間・林

　　直江・松本(裕)・南出・土地・藤島・諸谷
　　柳橋・オガワ

世界事情Ⅱｂ

松下

 

（出典 教務委員会資料） 
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資料８－１－②－２ 

情報処理サービスセンター 

 

（出典 学生便覧 2012 P.140-141） 
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ICT環境については情報処理サービスセンターが、環境の整備をはじめセキュリティやウイルス対

策など一括して運営しており、コンピュータネットワーク利用規範と情報セキュリティポリシーを定

め管理している（資料８－１－②－３：情報処理サービスセンター、資料８－１－②－４：コンピュ

ータネットワーク利用規範、資料８－１－②－５：情報セキュリティポリシー）。また、情報教育と

して「情報倫理に関する学習コース（INFOSS）」を準備し、学内ネットワークの利用にはINFOSSを受

講し修了テストに合格する必要がある（資料８－１－②－６：情報倫理に関する学習コース

（INFOSS））。 

 

資料８－１－②－３ 

情報処理サービスセンター 

 

（出典 情報処理サービスセンターウェブサイト（学内専用）） 
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資料８－１－②－４ 

コンピュータネットワーク利用規範 

 

（出典 情報処理サービスセンターウェブサイト（学内専用）） 
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資料８－１－②－５ 

情報セキュリティポリシー 

 

（出典 情報処理サービスセンターウェブサイト（学内専用）） 
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資料８－１－②－６ 

情報倫理に関する学習コース（INFOSS） 

 

（出典 情報処理サービスセンターウェブサイト（学内専用）） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

情報教育の授業に必要な演習室や、学生のニーズに対応するICT環境が整備され、有効に活用され

ている。これらの環境は、情報処理サービスセンターで一括して運営され、コンピュータネットワー

ク利用規範と情報セキュリティポリシーの下、適切に管理されている。 

 

 

観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に収集，

整理されており，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況） 

本校には大学と共用施設であるライブラリーセンター（図書館：LC）に、約55万冊の図書をはじめ、

視聴覚資料、電子ジャーナルや学術情報データベースのデジタル情報など、教育研究上必要な資料を

系統的に収集し整理している（資料８－２－①－１：ライブラリーセンター）。本校に設置している

電気電子工学科は大学の電気電子工学科・電子情報通信工学科と、機械工学科は大学の機械工学科・

航空システム工学科・ロボティクス学科と、グローバル情報工学科は大学の情報工学科・メディア情

報学科と、学ぶ専門分野に共通点が多いため、図書などは本校と大学で共通した分野で系統的に収集

し整理している。但し、本校の教科書コーナーを設け、学年別に教科書と学習支援計画書（シラバ

ス）で指定している参考書を、一か所で閲覧できるようにしている。 

LCにはサブジェクトライブラリアン（SL）を配置し、学習支援デスクを運営している。学習支援デ

スクではLCを利用した自学自習のアドバイスのほか、学習指導や個別指導を行っている（資料８－２
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－①－２： KIT-LCの利用）。また、SLは本校とLCを連携する役割を担っており、学生に対する充実

した学習支援の提供に繋がっている。 

LCの入館者数は資料８－２－①－３：入館者数、図書などの貸出数は資料８－２－①－４：貸出数

のとおりである。 

 

資料８－２－①－１ 

ライブラリーセンター 

 

（出典 学生便覧 2012 P.136） 
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資料８－２－①－２ 

KIT-LC の利用 

 

（出典 学生便覧 2012 P.137） 
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資料８－２－①－３ 

入館者数 

入館者数

年度 大学院生 大学生 高専生 合計

平成19年度 7,069 413,234 39,655 459,958

平成20年度 8,128 402,354 34,032 444,514

平成21年度 10,354 404,091 32,469 446,914

平成22年度 12,708 399,656 32,178 444,542

平成23年度 11,007 363,884 36,544 411,435

単位：人
 

（出典 ライブラリーセンター資料） 

 

資料８－２－①－４ 

貸出数 

図書貸出冊数

年度 大学院 大 学 高 専 合計

平成19年度 11,334 99,010 5,209 115,553

平成20年度 13,755 97,510 1,362 112,627

平成21年度 17,107 105,007 4,408 126,522

平成22年度 19,882 94,387 3,034 117,303

平成23年度 18,127 157,506 3,481 179,114

単位：冊
 

（出典 ライブラリーセンター資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

LCに、約55万冊の図書情報をはじめ、視聴覚資料、電子ジャーナルや学術情報データベースのデジ

タル情報など、教育研究上必要な資料を系統的に収集し整理されている。また、LCにSLを配置し本校

と連携した学習支援など、有効に利用されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 本校には学生が発想したアイディアを形にできる夢考房、世界最大規模の工学系専門図書館ライブ

ラリーセンター、各種資格試験の講習会を行う自己開発センターなど、大学とキャンパスを共有する

ことで充実した自学自習環境がある。 

 

（改善を要する点） 

 本校では１年生から３年生にノートパソコンを無償貸与し、大学生に対して行っている情報リテラ
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シー教育をベースに教育を行ってきた。しかし、自宅で学習以外に使用されることもあり、いくつか

の問題点が確認されたため、高校生レベルの情報リテラシー教育の必要性を認識している。 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

 情報教育環境については、最新の IT 環境にて学べるようコンピュータ演習室やマルチメディア演

習室にパソコン及びソフトウェアを備え、授業以外でも学生が自由に使えるよう便宜を図っている。

また、１年生から３年生にはノートパソコンを無償貸与し、教室や実験室にはプロジェクターや無線

LAN を設置しており、校内に情報機器を活用できる環境が用意されている。学生は、学園の情報処理

サービスセンターが行う「情報倫理に関する学習コース（INFOSS）」を受講し、修了テストに合格す

ることで、ネットワークを自由に利用することができる。 

本校は、大学とキャンパスを共有し充実した学習環境にて学べることが特色となっている。ライブ

ラリーセンターは、約 55 万冊の図書をはじめ、視聴覚資料、電子ジャーナル、学術情報データベー

スのデジタル情報など、教育研究上必要な資料を系統的に収集し、利用しやすいよう整理している。

またサブジェクトライブラリアン（SL）が、学習支援デスクを運営し、ライブラリーセンターを利用

した自学自習のアドバイスや、学習指導や個別相談に対応している。この他、大学との共有施設とし

て運動場、体育館、夢考房（実習工場）、自己開発センター、自習室、学生食堂、購買、扇が丘診療

所、カウンセリングセンター、穴水湾自然学苑（合宿研修施設）、池の平セミナーハウス（合宿研修

所）があり、必要な施設・設備が整備されている。 

これら施設・設備の安全管理については、学園に安全委員会を組織し、その下に高専安全委員会を

設け、安全点検をはじめ 4S 活動の推進などの活動を行っている。また、環境面について、学生食堂

や購買の入る 21 号館では、オール電化やヒートポンプの採用により、CO2の削減に取組んでいる。ま

た、バリアフリー化は、大学との共用施設については完了しており、本校の施設については現在不十

分ながら、必要に応じてバリアフリー化をする準備がある。 

 


